
原発ゼロをめざして

■　分科会のみの参加は受け付けていません。 各地で「非核日本キャンペーン」のとりく
みにいたるまでにどんな議論をしてきたか、
提起した人の想いも含め、具体的な実践報告
を交流。被爆80年めざした活発な討論にし
ていきます。

非核平和・核兵器禁止条約に
参加する日本を
　～非核日本キャンペーン

広島県健康福祉センター８階大研修室

3分科会

9:00
9:30-15:00
受付

被爆・核実験被害の実相普及
　̶被爆者援護・連帯、
　核実験被害者の救済と連帯

広島県社会福祉会館２階講堂

広島・長崎・韓国、高知、マーシャル。被爆
80 年にむけて、被爆者の証言、運動、二世、三
世を含めた実情を共有し、今後、国民的な課
題としてどのように被爆者援護・連帯をす
すめるかを討議します。

4分科会
9:00

9:30-15:00
受付

NO戦争！
STOP大軍拡！
守ろう平和・くらし

広島YMCA２号館４階大会議室
日本の針路を非核・平和の方向に転換する

ために、国民的な共同をひろげるとりくみを
交流します。
【問題提起】
■ 太田義郎（全国商工団体連合会 会長）
■ 沖縄からの発言など

5分科会
9:00

9:30-15:00
受付

広島ロードビル３階ホール

原水爆禁止世界大会で原発問題を取り
上げる意義について冨田宏治「国際会議宣
言」起草委員長、岸田政権が推進する原発
政策に対して被災者と連帯して原発ゼロ
をめざすとりくみを交流します。

7分科会
9:00

9:30-15:00
受付

フォーラム 核兵器のない世界のために
　－政府代表と市民運動の交流12:15

13:00-16:00

ホテルTKPガーデンシティ広島駅前大橋４階ホール４A

【報告者】 ■ ミゲル・モヘダーノ・バテル
 （広報担当一等書記官／駐日メキシコ大使館） 
 ■ 駐日インドネシア大使館より
 ■ クルマンセイト・バトルハン
   （公使参事官／駐日カザフスタン大使館）
【コーディネーター】
 ■ 平野恵美子（新日本婦人の会副会長）

1
受付

【報告者】■ 駐日インドネシア大使館より
【パネリスト】
      ■ 志位和夫（日本共産党議長／衆議院議員）
      ■ ズアン・ティ・ガー（ベトナム平和委員会事務局長）
      ■ コラソン・ファブロス（非核フィリピン連合事務局長）
      ■ イ・ジュンキュ（韓国／韓神大学客員研究員）
【司会】千坂 純（原水爆禁止世界大会運営委員会共同代表／日本平和委員会事務局長）

非核平和のアジアのために
　－政府代表との対話、
日本と東アジアの運動との交流10:00

10:30-15:00
TKPガーデンシティ広島3階/ダイヤモンドホール

フォーラム 2
受付

生協けんこうプラザ５階会議室

人類にとって緊急の課題である気候危機。
そして、核兵器の廃絶とすべての軍事行動
は、気候危機、環境破壊を悪化させます。専門
家とともに、学び、交流します。市民的な草の
根の運動が、世界でも大きく影響力を持ち、
未来への希望につながっていることを共有
する分科会です。

8分科会
9:00

9:30-15:00
受付

ミゲル・モヘダーノ・バテル さんクルマンセイト
・バトルハン さん

〒113-8464　東京都文京区湯島2-4-4 平和と労働センター６階
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原水爆禁止世界大会実行委員会

太田 義郎 さん

志位 和夫

武本 匡弘さん(プロダイバー・環境活動家）

平和の危機と
気候危機

8月5日（月）

イ・ジュンキュ 
さん

さんコラソン
･ファブロスさん

同時通訳機材使用料：一般1,000円/学生500円がかかります。

分科会 どこに
参加しようか？

原水爆禁止
2024年
世界大会



映像のひろば
　―学びと交流

ひとまちプラザ６階マルチメディアスタジオ
ドキュメンタリー「母たちの祈り」などの

鑑賞、「被爆80 年に向けて～核兵器禁止条
約の署名・批准を求める署名推進の取組み」
を交流します。

9分科会

10:00
10:15-15:30
受付

反核平和を築く
文化のちから

中央公民館４階ホール

被爆ピアノ資料館の取り組み、世界一
長い「ねがい」誕生秘話、いわさきちひろ
美術館よりちひろとトットちゃんからの
メッセージ、絵に込めた反戦平和など。

反核平和の文化のとりく
みを交流します。
被爆８０年へ、さらに地域

での活動へ、一歩踏み出しま
しょう。

10分科会

9:00
9:30-15:00
受付

青年のひろば

緊迫する核兵
器・戦争をめぐる内
外情勢。核兵器禁止条
約は、情勢を切り拓く大
きな力となっています。その
推進力の一つが原水爆禁止運動であり、
市民社会の共同、草の根の行動です。
核兵器も戦争もない平和で公正な世

界をつくるために、被爆の実相を知り、
海外青年とともに交流、情報共有、意見
交換をします。アメリカ、フィリピン、イ
ンド、韓国、スペインの青年が参加予定
です。

９：３０　■ 開会あいさつ
■　「核兵器をめぐる内外情勢と原水爆禁止運動」
 講師：高草木（日本原水協代表理事）
■　被爆体験・被爆者運動について
 被爆者：小笠原伸江さん
1 被爆体験―被爆当時の様子・その後の生活など
2 被爆者運動―被爆運動に関わってから今までのこ
と、今の情勢について

■ 海外青年とのパネル討論
　　「核兵器も戦争もない平和で公正な世界の実現」
15:30　■ 閉会予定

6分科会

県立総合体育館
小アリーナ

9:00
9:30-15:30
受付

レックス・アレックスさん ガリレオ・デ・グスマン・
カスティーリョさん

アルバート・
ブスタマンテ・ロサダさん

インド、韓国、スペインの青年も参加予定

原爆が投下されてからの被爆者
の苦悩の生活と、その中にありなが
ら、核兵器廃絶と世界恒久平和を求
め続けてきた広島の歩みを母の視
点から描き、平和の尊さと被爆体験
の継承の大切さを訴えています。広
島市の各界の有職者によって構成
された「原爆映画製作委員会」の企
画・監修により2か年をかけて、平
成2年3月に完成しました。
（紹介文は広島平和記念館デー
タ・ベースより）

https://antiatom.org/local_addrss/

QRコードで
アクセス

お申込み
お問合せ

お申し込みは、お近くの都道府県原水協へ　当日は会場にて受け付けます

都道府県原水協連絡先（あなたの街の原水協）髙田 龍治さん

高草木 博 さん

爆心地付近から見た広島の全景、
原爆投下による惨状
1946 年3月撮影（NationalArchives）


